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祝    辞 

 

 ご卒業、真におめでとうございます。 
 
 特に保護者のみなさまやご家族のみなさま方にとりまして、そのお喜びは一入と存じま

す。家族の大切な一員として出会い、慈しみ育んでこられたあの日、あの時を思い起こす

とき、この 18 年間は、何ものにも代えることのできない唯一無二の貴重な歳月のことでし

ょう。 
 
 さて、私がこの立場になった 2019 年、初めて耳にした新型コロナウィルスに今や 80億

人に達しようとする繁栄中の人類が翻弄されています。マスク姿が日常となり、人流が制

限され続けています。 
 
 その中で「馬城会会員名簿」は、当初の計画通り、５年に一度の改訂版を発行すること

ができ安堵しております。新入会員となりました卒業生のみなさんにも、昨日の馬城会入

会式にてお渡ししたところです。名簿を見てわかると思いますが、２万名を越える同窓生

がこの学び舎から巣立ち、全国各地・各界で活躍されております。 
 
 コロナ禍での在宅の折に、これまで発行された相馬高校の 80、90、100、110、120 各周

年記念誌に目を通す機会を得ました。それぞれの時代の生徒たちの心の動きが記述されて

いるこれら記念誌は、他にはない温かさを感じました。同じこの相馬の学び舎から巣立っ

た数多くの瑞々しい感性と想いに触れ、心が動かされ、何らかの形でみなさんに伝えよう

と考えました。 
 
 その一部を相馬高校ホームページに「馬城かわら版」として載せて頂いております。み

なさんも、機会あればぜひご覧下さい。故きを温ねて新しきを知り、人生の指針となる宝

に巡り会ってくだされば幸いです。そして、みなさん自身が新しい歴史を切り開いていっ

てほしいと思います。 
 
 いろいろな人との関わりも大切です。ご家族をはじめ、友人、先生、先輩後輩、これか

ら出会う新しい人たちは、あなたの考え方や生き方に大きな影響を及ぼします。悲嘆にく

れているときは、あなたを手助けし、克服する気持ちに変えてくれます。私たち同窓生も、

各方面からみなさんを応援していきたいと思っております。 
 
 新馬城会員となられたみなさん！今日が新しい旅立ちのスタートラインです。この世に

生を受けたという奇跡が持つ無尽蔵な可能性は、心の持ち方ひとつで発現できます。 

 多くの人々と喜びを分かち合い、笑顔でみんなの心のスイッチをオンにしましょう。 

 自らの意志に従い、希望や目標に向かって、step by step、前進あるのみです。 

 挫折とチャレンジを繰り返し、壁を乗り越え、羽ばたいてください。 

    いい出会いを！ 

    幸多き人生を！ 

 

 令和４年３月１日  

                           馬城会会長 村山 正之 


